




Popular Songs for Hitoyogiri-Shakuhachi 
at the Beginning of the Edo Period 
 










 1. 復原の方法 
































































































銘 焼印 製作者 長さ 
(cm)    
保存所 特徴 




２ 清音 森  33.6 舩橋楽器資料館 節下後面に“森”という焼印あり。 
３ 夕時雨   33.5 彦根城博物館 こげ茶色漆塗りで、九ｹ所樺のよう
なもので堅く巻き締めてある。 





５ 無銘   33,8 八事山興正寺 銘、製作者の記述なし。明るい茶
色で前面に金の修復跡がある。 




７ 獨熨   33.3 臨済宗法身寺 熊野水軍九鬼家伝来の品。後面の
節上に“獨熨”の銘が入っている。 
８ 古里   33.5 臨済宗法身寺 前面に“古里”と金文字で銘入り。 
９ 故郷   33.4 臨済宗法身寺 前面に“故郷”と金文字で銘入り。 
10 指田   指田 指田 29.8 臨済宗法身寺 黒の筒に金蒔絵笹模様あり。盤渉
調笛。 
11 晴風   33.6 臨済宗法身寺 全体が黒く漆が塗られている。前
面節上に“晴風”と金で銘入り。 
12 友之 宗捃 大森宗勲 33.95 
 
臨済宗法身寺 後面に宗捃という銘入り。 
13 浅 み ど
り 
 林齋 33.2 臨済宗法身寺 節上の前面と左右両サイドに和歌
が書かれている。 







No.14 の“秋声”であった（注 9）。調査の結果、江戸期は、長さが１尺１寸 1 分（33.5cm）
前後の黄鐘管（筒音が A の音）が一般的であったことも確認できた。No.10 の「指田」は、
１尺（29.8cm）と短く、江戸期においても盤渉管（筒音が H の音）が使用されていたこと
を示す、貴重な資料となった。現存する一節切は、この他にも、高桑いづみが「調査報告・

























①拍子は 4/2、2/2、4/4 とする。三拍子にはしない。 
②歌詞の一文字は一拍とし、四分音符をあてる。 
③歌詞の段落は、落ち着けるように“宮”や“徴”の音がくるように収める。 
④歌詞の字数は、７文字、5 文字を 1 つの単位として扱う。例えば「よしののやまを」は、

































































































































文社会系 12 号（1999）に発表されている。 
注４．はやし詞に対する音価が長すぎる。 
注 5．その記述は、『日本永代蔵』（1688）の巻二「才覚を笠に着る大黒」の中にある。 
注 6．『紙鳶』 （1678）などがある。  





        （松平桑を摘み収めると推量できる）と小刀で落書きされている。 
“秋声” は、信長から秀吉そして家康に伝わった名笛“乃可勢”（のかぜ）の複製で
ある。家康は、諏訪に配流となった六男忠輝にこの笛を形見として贈った。やや後の
時代になってこの“乃可勢”を模倣して “秋声” が 10 本作られ、その一本が貞松
院に残った。ともに似ている。 
注 10．東京文化財研究所芸能部編 芸能化学 33 
 




楽』（2008 年放送大学教材）  
 




中村宗三 『糸竹初心集』秋田家五良兵衛板 1664 
中村宗三 『糸竹初心集』秋田家九兵衛板 1664 
林謙三  『江戸初期俗謡の復元の試み』として、奈良学芸大学紀要第七巻第一号 1958  
月溪恒子編『現代日本社会における音楽』放送大学教材 2008 
豊原統秋 『體源抄』の復刻版 現代思潮新社 1978 
上野堅実 『尺八の歴史』キョウワ出版社 1983 
栗原廣太 『尺八史考』竹友社 1918 
馬淵卯三郎『糸竹初心集の研究』1992 
上参郷祐康『糸竹論序説』私家版 1995 
上参郷祐康『一節切の譜字と指法について』金田一春彦博士古希記念論集 第三巻 1984 
平野健次・他編『日本歌謡研究資料集』 第三巻『糸竹初心集』より 1978 
漆崎まり 『糸竹初心集』・『紙鳶』・『大ぬさ』における流行歌」北海道東海大学紀要  
人文社会系 12 号 1999  
町田嘉章監修 『日本古歌謡の復元≪はやりうたは生々流転す≫』（キング SKC1004～5 
1961 収録） 
山本萬津『一閑先生尺八筆記』1813 
